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潮拶畿灘轡
　　　　　　6／28（土〉・29（薮）の2日間

町民の皆様に無料公開します。

※一般公開は7月20日より　群織はP6～7をご覧ください。

ギ聯襲懸談療報簸壽
　～各地鷹で闘艇した地域懇談会の結集を報密し豪す～　静P譲～3

罫麟購虜翻鄭縫讐欝壽
　～それぞれの恩わくが少しずつ表薇化～　》P8

賦鐵溌艦窯撫漁蟻祭鵜
　～好災に恵まれ、大勢の観審が繰り磁しました～　艶P燈

ゼ叢議欝簿凄畷灘華濠窒壽
　～町の市外・霧内鶏番が変わります～　》P滋

罫激灘欝激舞難霧縢灘譲
　～にいがた敏舞伎まつりが闘催されます～　新P玉7
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おめでた（出生）

該当なし

おくやみ（死亡）

吉川　満子さん　65歳　松　鱗（坂　本〉

相沢　橿平さん　85歳小谷（水　上）
佐藤榮太郎さん　91歳　芙水越（後たんぼ〉

準州　弘一さん79歳　月　池（下村〉

由鷺　長…さん62歳黒倉（長助）

＊4月細から4月30臼までの漏出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届患の時

に窓口にお語ください。
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わたしたちは松之由町艮です。郷土を愛し、

みんなでよりよい購づくζ）をしよう。

町鼠の含書薬

　　三、美しい緑と磐の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう
　　工、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　工、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　翻造の力を商めよう
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醗圏
Q：小谷居村線は改良工事が終了するが、除雲はやってくれ

　　るのか。（蕊省〉

A　l前向きに検討するが、今はまだわからない。

Q：跡遵の出動基準が摩Ocmから絡cmに変わったが、場漸に

　　よっては交通に支瞳をきたすことがあった。このことに

　　対する薄応は？（浦霞上・松之山・上：布川・松塁）

A：来隼以降も墓準は変えないが、標高差など地域的な条偉

　　もあるので再検討したい。

Q＝勾鴎も緩く、冬期闘安金な町遵松P大荒戸線の除讐はで

　　きないか。（鴻手）

A　l「森の学校まの入霧状況によって考える．

Q：一本木線・観膏寺線の改良と無欝化は？（撮手〉

A：改良はすぐにはできない状況だ．除雪も行き此ま》だと

　　難しい．

Q：橋誌線改良後の無雪化はどうなるか。（卿手〉

A：完了後1ま居麺線と含流するので検討したい．

Q：嬉員の狭い町道や集落選を、小蟹絵饗車で薄慮する場含

　　の補助は？（松婁〉

A：瞬遊には町から補助を鐡しているが、集落道は対象外で

　　ある。

ロ圏爵
Q：農協の食味検資によると、松之出産米は川茜・十β町産

　　よ砂良い結果が鵡ているが、緬格では8，00G用もの醜き

　　がある。もっと宣伝をした方が良いのではないか。

　　（松之山・松里）

A：農協・農協系統の問題であり要望してゆく．

Q：現雀進めている票當中山閣地整備事業の内容と、棚圏地

　　域等保全事業をこの地区でできるか闘きたい。（下布廻〉

A二漿営事業は第3期が簾6隼度で、第2期が”隼度で終了

　　する、下布紺地還においては棚鐙地域等保全事業を、平

　　成嘆6隼度の新規地区として要望する予定である。

Q：農業特区での事業に鱈して助成劉度はあるのか。また詳

　　しい内嚢1を知9たい。〈濾題下）

A：規鋼緩秘はあるが動成凝度はない．今後謡し含いの場を

　　設ける．

鉱

ロ薗薗
Q：國道353沿線で曇まブ1コックの法面ま1で枯れ華力｛「ドカ童って

　　きてお》、タバコなどによる火災の不安が増している。

　　除草粥散布などの対策を講じないと危険である。（三省〉

A：観光地なので除草剤を中止した経緯がある。畠分として

　　も除葦剤は好まないので、こまめに草刈りするよう票に

　　要望してい〈．

Q：大荒戸集落内の道蕗整備はどうなるか。（三省〉

A：嘩・2・年とはいえないが改良はするのでもう少し時間を

　　頂きたい。

Q：兎自・麗敷さんのカーブが危険襟ので改良してもらいた

　　い。（松之出〉

A：検討する、

Q＝松揖掌の島線の今隼度事業費は？（川塁〉

A：事業費は4，015万円で、町の負撞は15％である．

Q：県道松代松之山線（松q～松代）に雷崩防比策の邊茄設

　　置をしてもらいたい。（辮乎〉

A二安塚地感振興事務勝に要望する．地域でも要望してもら

　　いたい．

Q：一本木線：全線の舗裟をやって欲しい。（湖手）

A：本格的な改喪舗装工箏は難しいが、災審時の迂園路整備

　　としての事業を興せないか検討させてもらいたい．

Q：観膏寺線の舗装工事を手作鱗的事業でで審捻いか。（川手）

A：考えている。どれほどの経費がかかるか建設企業課に話

　　しておく。

Q：中尾東川線の部分改良は斑能か。（上布翔）

A二勾配が急で全1線改良は無理だが部分改良なら司プ能である．

　　中羅藤愈線との共矯も検討して欲しい。

Q：顛i遵353十二頴毒トンネ・ル劉卜薗の現状1ま？（．上霧噴◎

A　l鞘成岡盟会で要望しているが、今のところめどは立って

　　いない．

Q：町道の維持鯵繕要望は今後もと砂まとめるのか。（松毘）

A：毎葎秋に要望をとりまとめている。

Q：含餅時の約東だった浦田松之出線の改良工事が40年た

　　っても桑たされていない。行敢の怠慢である。（浦田下）

A：町遵改艮は農遵・林遵と違い補財金がなく、町単独では

　　なかなか手が付けられない．票道昇格を目指したい．

Q：浦田松之出線の修得奢から先の改良は、窺状路線に沿っ

　　て進めてもらいたい。（浦泌上）

A　l勾醗等の規綱があるため、現状踏線どおりといかない籔

　　所も出てくる鶏能性がある、

Q：舗装面が痛んでいるところの鯵繕を。（各地区）

A二現地を見て薄応する．

　4月21臼の三省地区をかわきりに5月6臼の黒禽集落まで、町内
9会場にお善』て実施した平成蛎年度地域懇談会の結果を報皆します。

なお合餅に関する事項は、第二部として、8ページの「市町村合併最

新情報3欄に記載しましたのであわせてご覧ください。

0㊨鴎
Q：職員が定隼前に多く退職しているが、禽併を捜えての対

　　策なのか。（三省〉

A：そういう意味ではない．今現在も入欝費比率が高い状況

　　なので補充していない喚

Q：統合保育所の驚工・兜成はいつ頃になるのか。（川孚）

A：6月藩工し、年度内に完成、弓iっ越しとなる．松之山保簿

　　所は隼度内の取り壊しとなる．

Q二今年の予算の組み方は、余力を残した総み方で評簸する。

　　（松黛）

A　l選挙の隼に財調を取り崩しての予算緯は那道である、今

　　隼度は健全な予算組を心がけた．

Q：仕箏が忙しいせいか、町職黄の考え方が短絡的になって

　　いるようだ。量要なことを闇際になって連絡してくるこ

　　とが多い。（浦田下）

A　l忙しいせいではない、注意する。

蕊

Q：大荒声から須山への入》Pに讐板を設置してほしい。

　　（蕊省）

A　l設置する、

Q　l池滉の広告塔はよくわからない。〈蕊省・黒倉）

Al評癒する人とそうでない入とある。

Q：上湯にできる「職穫の家」とはどういうものか。（川手）

A　l夢の家と併設することにより、來客数を堰加する愚的で

　今年度闘館する施設だ、内部はアート伶贔となる．

瀦響購
置

口臼圏
Q：当初予鼻で出産賓蝿一鱒金が30万門しか欝上してないが、

　　簸りないのではないか。（松之山〉

A：圏保纐入者分のみなので当襖予算は悪名分だけ計上し

　　ている。不足すれば補正する．

Q：松之山公会堂の新築か改築かを集落で検財している。

　　町でも補助金の出る方法を探ってもらいたい。（松之出〉

Aコ合併する場合は、舎餅特俄嬢の利爾が考えられるのでは

　　ないか．

Q：國道353、蕊柱神歓付近に街灯が欲しい。中高校生の通掌

　　路である。（川手〉

A：近〈に電柱がなくi経費がかかり難しいが、要望していく．

Q：深山にクマ注葱の看版を設置してもらいたい。（下鞍期〉

A；設鐙する。

Q：携帯電話圏外饗域解消の薄策はないか。（上獺ll）

A　l舞TTドコモに要望を続けているが、採算面などから難し

　　い状況である．

Q：ゴミ袋の燈上げに俸い、生ゴミの不法投棄が増釦する心

　　配はないカ、。（松黒〉

A二竺ゴミ鍛理機の購入補助などで、家庭での堆肥化をいっ

　　そう推進してし、く、

Q：町営バスに傭の不自由な人が乗ったら文句を欝われた。

　　少し手を貸：してやればすむことだと思うが。（期手）

A：そのような著情は昨隼も蒔々葺にした．今葎は東頸バス

　　に伝える．

Q：夏場の選肇画でも良いので、集落内を通過する路線を紹

　　んでもらいたい。姦齢者が園っている。（川孝）

A　l持ち帰って検討する。

○：町営バスが運行されて大変あ琴がたい、（下霧損〉

Q：集落集会場の落雷屋根改造の兇通しは？

　　（水梨・上鰯池集落〉

A：建設年次の古いものから工事を進めている、

Q；法定外公叢物とは飼か。（上霧測〉

A：国有地となっている赤道（里道）と青線（水蹄〉のことで、

　　譲渡申講することに1より地方霞治体の所膚地にするこ

　　とができるようになった。町でも作業を進めてお》、平

　成蓬6奪度に浦田地鷺を申講すると、晦内全域の払い下げ

　　が完了する。

Q；シルバーアットホーム蔽倉荘を、夏期の帰省客に活規し

　てもらうことはできないか。〈上布川）

A：シルバーアットホームは国漿の補助を受けて運営して

　　いる、グループホームでの活薦も検討している。隼間利

　用を重点に考えたい．

Q：フジつるの繁茂などで森林が蕊れ果てている。森林整備

　　と國土調査を進めてもらいたい。（三省〉

A：木材の簸格低迷によ琴、地主の整備意欲が雰常に低い、

　　また国烹調套は璽要なことだが財政學惰もあり取り績

　　めないでいる。
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醗圏
Q：小谷居村線は改良工事が終了するが、除雲はやってくれ

　　るのか。（蕊省〉

A　l前向きに検討するが、今はまだわからない。

Q：跡遵の出動基準が摩Ocmから絡cmに変わったが、場漸に

　　よっては交通に支瞳をきたすことがあった。このことに

　　対する薄応は？（浦霞上・松之山・上：布川・松塁）

A：来隼以降も墓準は変えないが、標高差など地域的な条偉

　　もあるので再検討したい。

Q＝勾鴎も緩く、冬期闘安金な町遵松P大荒戸線の除讐はで

　　きないか。（鴻手）

A　l「森の学校まの入霧状況によって考える．

Q：一本木線・観膏寺線の改良と無欝化は？（撮手〉

A：改良はすぐにはできない状況だ．除雪も行き此ま》だと

　　難しい．

Q：橋誌線改良後の無雪化はどうなるか。（卿手〉

A：完了後1ま居麺線と含流するので検討したい．

Q：嬉員の狭い町道や集落選を、小蟹絵饗車で薄慮する場含

　　の補助は？（松婁〉

A：瞬遊には町から補助を鐡しているが、集落道は対象外で

　　ある。

ロ圏爵
Q：農協の食味検資によると、松之出産米は川茜・十β町産

　　よ砂良い結果が鵡ているが、緬格では8，00G用もの醜き

　　がある。もっと宣伝をした方が良いのではないか。

　　（松之山・松里）

A：農協・農協系統の問題であり要望してゆく．

Q：現雀進めている票當中山閣地整備事業の内容と、棚圏地

　　域等保全事業をこの地区でできるか闘きたい。（下布廻〉

A二漿営事業は第3期が簾6隼度で、第2期が”隼度で終了

　　する、下布紺地還においては棚鐙地域等保全事業を、平

　　成嘆6隼度の新規地区として要望する予定である。

Q：農業特区での事業に鱈して助成劉度はあるのか。また詳

　　しい内嚢1を知9たい。〈濾題下）

A：規鋼緩秘はあるが動成凝度はない．今後謡し含いの場を

　　設ける．

鉱

ロ薗薗
Q：國道353沿線で曇まブ1コックの法面ま1で枯れ華力｛「ドカ童って

　　きてお》、タバコなどによる火災の不安が増している。

　　除草粥散布などの対策を講じないと危険である。（三省〉

A：観光地なので除草剤を中止した経緯がある。畠分として

　　も除葦剤は好まないので、こまめに草刈りするよう票に

　　要望してい〈．

Q：大荒戸集落内の道蕗整備はどうなるか。（三省〉

A：嘩・2・年とはいえないが改良はするのでもう少し時間を

　　頂きたい。

Q：兎自・麗敷さんのカーブが危険襟ので改良してもらいた

　　い。（松之出〉

A：検討する、

Q＝松揖掌の島線の今隼度事業費は？（川塁〉

A：事業費は4，015万円で、町の負撞は15％である．

Q：県道松代松之山線（松q～松代）に雷崩防比策の邊茄設

　　置をしてもらいたい。（辮乎〉

A二安塚地感振興事務勝に要望する．地域でも要望してもら

　　いたい．

Q：一本木線：全線の舗裟をやって欲しい。（湖手）

A：本格的な改喪舗装工箏は難しいが、災審時の迂園路整備

　　としての事業を興せないか検討させてもらいたい．

Q：観膏寺線の舗装工事を手作鱗的事業でで審捻いか。（川手）

A：考えている。どれほどの経費がかかるか建設企業課に話

　　しておく。

Q：中尾東川線の部分改良は斑能か。（上布翔）

A二勾配が急で全1線改良は無理だが部分改良なら司プ能である．

　　中羅藤愈線との共矯も検討して欲しい。

Q：顛i遵353十二頴毒トンネ・ル劉卜薗の現状1ま？（．上霧噴◎

A　l鞘成岡盟会で要望しているが、今のところめどは立って

　　いない．

Q：町道の維持鯵繕要望は今後もと砂まとめるのか。（松毘）

A：毎葎秋に要望をとりまとめている。

Q：含餅時の約東だった浦田松之出線の改良工事が40年た

　　っても桑たされていない。行敢の怠慢である。（浦田下）

A：町遵改艮は農遵・林遵と違い補財金がなく、町単独では

　　なかなか手が付けられない．票道昇格を目指したい．

Q：浦田松之出線の修得奢から先の改良は、窺状路線に沿っ

　　て進めてもらいたい。（浦泌上）

A　l勾醗等の規綱があるため、現状踏線どおりといかない籔

　　所も出てくる鶏能性がある、

Q：舗装面が痛んでいるところの鯵繕を。（各地区）

A二現地を見て薄応する．

　4月21臼の三省地区をかわきりに5月6臼の黒禽集落まで、町内
9会場にお善』て実施した平成蛎年度地域懇談会の結果を報皆します。

なお合餅に関する事項は、第二部として、8ページの「市町村合併最

新情報3欄に記載しましたのであわせてご覧ください。

0㊨鴎
Q：職員が定隼前に多く退職しているが、禽併を捜えての対

　　策なのか。（三省〉

A：そういう意味ではない．今現在も入欝費比率が高い状況

　　なので補充していない喚

Q：統合保育所の驚工・兜成はいつ頃になるのか。（川孚）

A：6月藩工し、年度内に完成、弓iっ越しとなる．松之山保簿

　　所は隼度内の取り壊しとなる．

Q二今年の予算の組み方は、余力を残した総み方で評簸する。

　　（松黛）

A　l選挙の隼に財調を取り崩しての予算緯は那道である、今
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蕊

Q：大荒声から須山への入》Pに讐板を設置してほしい。
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A　l夢の家と併設することにより、來客数を堰加する愚的で

　今年度闘館する施設だ、内部はアート伶贔となる．

瀦響購
置

口臼圏
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◎『特例給慰讐って嶽ん麟の？

醗鶴糊膿により獲1童手当を受け

られないサラリーマン（摩隻算金　　　．（（．5

1調入している方）等の辱糊とし　○

て設けられた給付でず。　　　　　　　　』。

　　　醗傷が一定額未濁の蕩合に眼って・

　　兜甕手当と岡額の総付が支総されます。

　　　支給対象となる笹供の奪齢についても

　　蝿麓手当と岡じです。

　　＄畿鰹購翻叢醗擬懸鑛縣翻織織難議灘1擁欝懸綴憾灘

麟　　慧簾鍵叢灘饗嬢舞嚢i醗擬馨雛縣纏縫鞭嚢溝難樂簿欝饗

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　、縫嚢鰺醗蓬縫鞭難i、導、、　　　　　P．P．　　i

　　　F

児震手当の手続きを憲れずに1

　新たに受給資格が生ゆた場合のヂ認篤講求3や、箕

給対象兇童が増えた場含のr額改定認建講求3等の手

続きをしないと手甕を受けることができませんo
　※手続蓉が邊れると、遷為た月分の手当は受けられなくなりまず。

　また、支給対象児奮が減った場禽のε額改定麗け3や、

サラリーマンの方が退職し特例総樗の受給資格がなく

なった場含のザ受給事由消滅騒けまなどの手続きが遅

れると、すでにもらった手当を返していただくことに

なりまず。

魏i藝i慧饗購籔嚇i癒識総闘…鑛欝i縁慧麟1一一

　　役協総務課　住昆係（声籍の窓口です）

　　　糧当：滝沢までお気軽にどうぞ1

◎露現況届彰鋼縫つ繍驚i教鍵て1

　どう嫉だら儲いの♀

　　　現況届けの提出は6月中に

　窺筏蝿璽手当を受けているすべての方は、鐙葎6

月中iこr蝿麓拳当硯溌魑け」を握出しなければなり

ません。

　この鰯けは、毎算6月48における状況を記載し、

晃婁手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確

認するためのものです。

　　　現況届けに必要な添付馨類

●受総蓄が被爾蓄（サラリーマン等）である方

　葎金駕入譲明霧又は串立警

●瑚薩住んでいる市区麟魯に、その難の窪月窪8に

　住漸がなかつだ1場盒

　繭縫斯地の帯区鐡繕が発行する晃童手当嗣駈露畿

　明書
●その勉必要に鯨じて握出する霧類があります。

“（バ。、◇

　　　一　7

◎晃童拳当の手続きはどこに行けばいいの？

　建瓢地の覆（唇）役駈、町村役甥窓0（松之由麟役揚

は戸籍の窓Oです）においでください。なお公務曼の場

8は勤務究になりまず。
　そこでヂ認定講求欝」響の鶴類を握出して獲きます。

◎児蜜手当はいつもらえるの？

　毎鐸2月・6月・秀0月にそれぞれの麟月分がまとめ

てもらえます．

★たとえば6月1こは、2・3・4・5月の4ヶ月分がま

　とめてもらえーます．

翰
　　　携鎌蒸艶灘響覇叢懸墜濁霧欝獣購誘鐵慧穰頓翌澱鐘力鵬
　　　藁灘撫翻⑳議潟欝議認欝叢i繊麟繕愚蕊滋嬢麟軽環覇鶴

◎児婁黍当の受け取り方は？

f認定請求露」に

振り込み0座等を記入する

欄があります。

そこに記入していただけれぱ

指燈した金融機醐などへ

振り込まれます。

轡
　　羅醗鱗⑳鐵鰺搬鱗、購難綬鶏懸麟籔務嶽⑳擁麟織鐡鶏鑑垂
　　騰灘撚羅、鐵嶽膿惣灘舞鑑鞭鰻懲取懸滋畿懸縫議態該ウ
　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　』　　　　　『

凝
調

糞
一

到獣〆

壽鑛慧懸懸麟縦篠灘

生まれた日の翌月から
6歳になった隼の3月まで
もらえます1
（6歳到達後の年度末まで〉

叢初の子供からもらえます1

叢初の子ども　　　　5撃000鶏（月額）

2人目の子ども　　　5，000再嶋額）

3人目以降の子ども肇0，000再（月額／

」
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　　癖聾該多夢4ツ誰クツ訓麩湯講
用2嚥～蠣7繕1欄催する沃地の芸懸・越後魏アート団エンナ騨レ2003驚

洵け、様々な場面で事業をサポートいただくボランティアスタッフを募集します・

　口主に芸衛祭運営承ランチィアです

　搾畠融作／ワークショップのお手伝い

　来訪餐へのガイド／こへび隊の運転手などです。

　騰ボうンティアの条件

　交趨費・食費の支給はありません。

　饒塞保険は事務局でむ§入しま凱

　　　18東搬小学校に子供たちの愚い出をよみがえらせよう

・騎罎幽絵、ノ譲髄欝疑磐灘㌶獲識凶
　醸東籍小学校で展闇されるクリスチャン・ボルタンス＋ジャン・カルマン合作によるアー

ト俘品「VACA醤C鶏で使硝します。ご協力をお顧いし憲す。

　　鶴子供服（愚／模様は悶いません）
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霧雛難購i闘欝藻麹轍簸霞灘灘　　禽鷹

●6／28、29は9100～璽7：00（購昆のみ、無料）
●ア／20～9／71ま9二〇〇～18：00（｛木館臼なし〉　　　　　　　偲窯

●9／8以降は9100～36130（火曜資休館、

　火曜目が祝βの場合、水曜臼休館〉

展望台　　　　イ／礁鞭　
　　　　　　　　　　　　　重

　　　　　　　　　　　創　グツズコ㎜ナ囎

　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　曽
　　ーざー　　　　　　　ム

野外施設：バードピア須山
（80haの男山、野外管理棟〉
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．一灘鍍欝灘灘

●大　　人500門
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＊特琴彗企爾展中（7／20～9／7）農よ

大人800円、小中高盆600需

20名以上の団体は屡人50円引き

小掌生来満は無料

食文化体験工傍

近臼、“松之山森の学校友の会”の会員の募集を開始します。松之山町民は年会費2，000Fi（高校

生以下1，000円：松之山以外の地域にお住まいの方は3，000円、高校生以下摩，500円〉で誰でも会

最になることができ．入館料無料の黛間パスポート（7／20～9／7は特懸企醐展料300円が別途必

要〉の蝕、様々な特典を企薗しております。詳しくは次弩でご案内いたします。

葉F

霧醸繊醗織総謹灘獲麓i灘嚢嚢購一獲
　　碁瀕誘森の禁模欝蕪罰総翻事務藩海奪鶴鷹開言隻　　　　　5／3塾6萎麟箇添菌蒙釜垂葦鷺籏獲募発表疑端蕩遵〉

　擁i26：松譲懲幽緑の婁無翻結載饗講漢　　　　　　　　　　6繊：鶴然探検《絵老幽蕎縫嚢鑑》

　　5裟2＝松璽諺撚の遠豪謝護i参麓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（蟹9縫釜然探1検醗鐙叢幽高雛無i鑑）

　5測醸難幽讐懸巻㊨鷲劉奮塵．趨然観察餐の麗儀　　　　《綴霧趙然擦撚松譲幽顛）

＄1魏一螺誕蟄際叢i壌動鞠蒙餐驚蕎懸窺溌蒸罪録蟹麹）　　　　βメ麟1松譲醗譲蕪繭勝擦繍隊

　灘綿i露然探検徽譲鋼麟葎鑑》　　　　　　　　劔24；竣璽鍮、勢灘灘潔羅潔深縫辮蓼繍蓬i錨驚
　籔淵4三鶴然蜜染検麟蟹燧i縫鑑1鷺箋黛妻蟹勢　　　　　　　　　　　　　　6メ艶＄、29：松叢幽霞茎薦耀1鱗糖鷺雛瑠放、

　5勲麟綴譲鋤禦磯遠羅罎参麹　　　　　　　　　　　　　　　　第蚤翻墾幽禁餐《講舗ζ湯藩舞穂教授）

5淵8蜘2象：露奮鯵離叢裁蔵i舞釜第i蕊鱒難奪嚢盤i墾　　　　　　　　　　　　　簗欝2《）；灘一霧蒙灘

　鎌鋤…翻然擦検蔓浦圏礁＄鱗簗鑑桑　　　　　　　　烹絵0～騨聡葎霧騰婁鐡嶽一展・第盆翻難麹の芸衛祭鯛催

　慰鎖1総蓬幽麟驚講漢　　　　　　　　　　　　　　　　　　8総1圭蟹灘羅嶢惣きミ雛一

　慧驚2袋縫麹然探検磁螢譲i幽堀x罎嚢隻譲　　　　　　　　　　　　　　　8駕33；第㊧翻墾幽1業i会《講麟：籔置1公1－i篶i霊）

5／2懇魂＄凝貧灘i盤壌動物響釜鞭砺籔溌嚢《葉禁》　　　　劔8～纏灘5縫建薩濃嚢灘松譲磁、の蓼謬惹媒＆i叢謹甥灘鶴薮織）

　5絵麟露然擦検蓬絵叢幽趨6篠整）　　　　　　　　　9絵0線3i薦灘昆雲難盆驚醗甕発装《紳翻鍛

　｛灘裂驚縫讐然探案藁《絵建i幽！鐸、蓬鯵薫鑑》　　　　　　　　　　錘⑧瀦～謡013蕪松譲i幽懇糞農

　5総灘難の馨雄嬢還懸馨灘麹の蕎発驚《浦蓬きノ翻　　　　　　　嚢慰多数の鯵験雛ぺ≧離葱盆團鱒驚薩

7

r森の挙校」キiヨロ0に関する

　　お闘い呂わせ先
マ942－44賛新潟緊棄頸城郡松之磁範大字松0”2・2
　Tεし（02559）5静83質　　FAX（02559）5蜘8320 ※6／絡までは役場にご連絡下さい。

　　　　　　越後松之山

ぐ、1

　ヂ森の掌校」キョロロの建物が完成しました16月28、29艮には松之山の皆様だけを特別にご招待し、7月

20欝に正武オープンいたします。是非ともお越し下さい。また、様々な活動への参力費・協力もお願い致します。

　　　『藷の學蕨』キ…90口っτどんなεとをやるの2
　r森の学校3キョロロは、松之虫を愛する全ての人々と共に松之山の自然や文化を調べ、考え、つくり育て

ていく施設です。そして、松之山の棄購らしさを世界に発信し、大勢の方を松之山に招き、その方々と町の方々

とが様々な活動を通じて交流を深めていくことを目指してます。

難
訟之出の生き物を調べる みんなで勉強盤拝里出学餐」

　灘　　　　　　　　　　鰯
饗　　　f森の学校」キョロ0の活勤

　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　婁　　　　　　　　　慧　　　　灘

町属 調ぺ

O松之山の自然・生き物の研究
　　　　　　　　　　　　　　学校　体験し　　　　学び
O　J汽インストラクターの奮成　　　　　　　　　　舩

●臼然体験プOグラム　　旅爺．観光施設　　　　　　之

・胆書体験プ・グラム　　　活動し山叡
　　　　　　　　　　　　　　公饒館○食文化体験プOグラム

●森づくり　　　　　　　　　　　　　　　発麗
　　　　　　　　　　　　町の各種翻体

鱒外餐

大学

樽物鋸

NPO

含
騒

●鴬設農示（志翼夘朗氏の蝶の

コレクシ3ンほか）

●企爾展示

●松之由驚報コーナー

●松之由おもしろボックス

●聖由学餐

地域活性化

訟之繊の臼然はおもしろくてすばらしい
　　　　「舩之出の臼然散策』

r慧はなんで彰自分で作ったんだよ」

　　訟之出の目然文化体験
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蔓
嚢
携
欝
総
霰
蒙
省
蓼
鷺
蔑
隠
鶴

　
　
禽
併
協
議
が
進
む
と
将
來
像
が
箆
え
て
く
る
．
あ
る
程
農
の
賦
溌
に
な
っ
た
ら
詳
し
い
翼
覇
砦
添
し
て
ア
ン
ケ
…
ト
調
蛮
を
し
た

饗
、
雛
灘
劇
、
纏
難

』
『
い
と
考
え
て
い
る
．
そ
の
中
に
は
「
議
盆
・
窃
長
£
㎜
懸
し
む
い
う
頂
愚
も
設
け
た
い
．
蓉
た
、
た
と
え
ぱ
第
㎝
段
蟷
で
津
爾
．
中
髪
と

　
　
禽
燐
し
、
そ
の
後
十
8
騎
斎
と
の
含
供
も
あ
り
樗
る
．
聴
の
入
窃
が
減
少
し
て
い
る
規
軟
か
ら
、
禽
併
は
避
け
て
遜
れ
な
い
こ
と
だ
．

O
墓
決
讐
し
旨
れ
藻
鐘
い
と
い
う
蟹
し
て
ほ
し
糠
（
浦
田
下
）

4
魯
併
は
鯨
の
将
來
琶
益
糞
。
る
穴
き
い
闘
題
で
あ
る
．
儀
饒
の
意
鏡
を
馨
蒙
し
た
い
。

O
　
　
期
鍛
が
少
な
く
、
い
つ
濠
で
も
複
数
の
選
択
肢
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
は
。
今
簿
は
選
挙
が
あ
る
が
そ
れ

　
　
ま
で
に
は
っ
き
り
し
て
ほ
し
い
。
（
浦
密
よ
）

4
稔
琢
建
鯛
議
盆
で
篶
商
を
は
つ
き
り
し
た
い
．

　
　
自
鶴
を
選
択
し
た
津
露
邸
授
巻
沼
い
て
講
演
会
を
し
た
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
＆
だ
。
簿
の
財
政
が
厳
じ
憾
蕊
遷
隊

O
　
　
認
識
し
て
い
る
が
、
窮
政
力
の
弱
い
十
8
町
箏
と
｝
緒
に
な
る
と
住
残
の
経
黄
負
担
が
摺
え
て
サ
ー
裟
籔
趣
低
饗
葦

　
　
る
こ
と
が
愚
に
見
え
て
糖
る
。
（
松
鰻
）

　
　
十
8
麟
篇
は
財
政
力
が
弱
総
．
積
立
盆
の
額
も
当
麟
よ
り
懸
い
。
蓉
た
退
購
裂
当
叢
（
職
鷹
算
輿
の
退
購
金
の
積
み
立
て
）
も
宝
く
積
み
立

瀦
て
ら
れ
て
い
な
い
と
周
い
て
い
る
．
こ
の
状
滉
を
難
る
と
禽
雛
す
る
の
が
よ
い
の
か
縷
討
し
な
δ
れ
ぱ
慧
騒
な
い
と
懇
っ
て
い
る
．

O
羅
醸
叢
紡
雛
舘
鑑
鱗
窪
5
市
鯨
秘
の
錘
憲
協
議
、
、
し
か
、
．
立
し
て
い
な
糖
結
果
的
に

　
　
曇
撰
し
な
い
こ
と
⑫
＋
8
織
広
域
5
粥
鱒
癒
で
の
合
鱗
③
灘
爾
地
域
燭
生
施
設
墾
鴛
題
麺
で
の
合
雛
以
上
3
つ
は
常
々

瀦
馨
蕊
る
藻
爾
嚢
の
講
馨
藻
露
獲
舅
し
な
い
2
濠
蕊
鶏
建
・
篶
窪
の
霧
葛
ぞ
み
蘇
、

Vol．筆2　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　獄　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　講　　　　　　燃．　　　　麟　　　灘　藷馨、濾

O
　
　
津
爾
町
長
は
÷
8
鱒
薦
の
窮
政
状
況
に
つ
い
て
話
し
た
。
こ
の
よ
う
な
彌
報
は
も
っ
と
皐
く
難
ら
せ
る
ぺ
き
で
は
な

　
　
い
か
。
（
浦
顧
下
）

瀦
詳
し
い
状
溌
は
事
務
の
す
り
台
わ
せ
の
中
で
わ
か
（
ノ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
3
つ
の
選
択
肢
は
外
せ
な
い
．

O
　
　
津
繭
町
・
栄
繕
は
自
穣
推
進
整
を
設
け
進
め
て
い
る
。
津
爾
曝
畏
の
2
鱒
呂
併
と
い
う
慧
見
も
園
く
こ
と
が
で
き
た

　
　
の
だ
か
ら
、
聴
の
海
癒
を
よ
く
考
え
て
進
め
て
ほ
し
い
。

嚢
翻
鱒
難
馨
鐵
魏
薇
継
誕
難
鎗
鐵
鱒
題
鳩
あ
．
て
農
い
と
考
．
て
い
蚤

O
署
纏
馨
塞
護
は
ど
馨
嚢
準
嚢
し
た
の
律
（
浦
額
よ
．
下
）

　
　
地
域
・
無
伐
・
艦
励
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
溝
麟
し
薫
人
選
じ
た
．
委
轟
は
地
域
の
代
裟
で
は
な
＜
、
㎜
麟
罷
と
し
て
騎
の
将
来
に
つ
縁
，
㌧

瀦
憲
髪
糞
て
蓼
つ
蕩
で
続
誉
し
て
覆
霧
わ
薯
の
で
讐
憾
蓬
濤
の
蕊
の
懇
署
蘇
．

　
こ
の
ま
ま
の
運
営
方
法
で
期
限
ま
で
に
間
に
含
う
の
か
？

　
本
協
議
会
も
5
園
黛
と
な
り
、
今
鐡
松
之
出
町
で
の
闘
催
に
よ
り
5

市
町
村
が
…
巡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
協
議
会
の
運
営
に
関

す
る
こ
と
や
、
事
務
レ
ベ
ル
で
す
り
あ
わ
せ
作
業
を
進
め
て
い
る
調
整

項
目
の
ほ
ん
の
一
部
の
協
議
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
状
況
で
は
年
内
に
法

定
協
議
に
移
行
す
る
と
い
う
目
的
は
難
し
く
、
会
の
進
め
方
に
叛
本
的

な
見
直
し
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
今
翻
の
奮
併
は
財
政

問
題
が
基
本
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
薬
が

あ
る
反
薗
、
丘
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
出
て
く
る
の
は
当
然
の

　
こ
と
で
あ
る
。
任
意
協
議
会
は
合
併
の
判
断
材
料
を
住
罠
に
示
す
こ
と

が
目
的
で
あ
る
以
上
、
で
き
る
・
で
き
な
い
㌦
こ
の
よ
う
に
変
わ
る
と

　
い
っ
た
基
本
的
理
念
を
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
い
っ
た
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
琵
先
の
間
題
に
執
着
し
な
い
冷
静
な
態
度
で
協
議
を

　
渤
園
新
辮
名
称
で
一
時
緊
追
し
た
状
溌
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
長

　
（
中
里
村
・
由
本
村
長
）
は
蟹
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
　
「
よ
う
や
く
各
市

　
町
村
の
思
わ
く
が
鎚
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
が
こ
れ
は
大
切
な
こ
と
で

　
あ
る
。
新
聞
各
紙
は
い
ろ
い
ろ
報
道
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
部
意
晃

　
だ
と
感
じ
て
い
る
。
協
議
会
で
は
大
い
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

　
各
委
簸
と
も
冷
静
な
態
度
で
望
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
滝
沢
十
6
町
市
長
は
今
國
初
め
て
公
式
発
書
し
、
髄
翻
の
隅
帯
委

　
員
発
書
の
行
き
過
ぎ
を
認
め
た
上
で
「
合
併
し
な
い
と
や
っ
て
い
け
な

　
い
と
い
う
認
識
を
各
市
町
村
が
持
つ
こ
と
が
第
一
要
件
で
あ
る
届
と
、

｝
5
市
町
村
倉
併
に
萬
陶
き
の
発
露
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関

　
し
て
の
勉
の
酋
長
か
ら
の
畷
確
な
発
欝
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

8鍵甜任灘融のお知らせ塁鷺麟薫灘（塗1中鋸鍬詳・・一だよ・を一・・

みのり
美徳ちゃん（2歳）

　　　　　　　議

　　　　鍵騰

蓼　　一難驚椥一謬囎薮翻磯
・5鯉はこども囎、ももン塚ではみんなで列諏み《んの傷慧灘おかあさん偲を盗んでタ事に

一ンピア灘南にお患かけしぎした、水遊びしたり、と　；脱鳶して遊ぶことさ。カエルやアリンニ〕、虫くん追っ

うちゃんの運転するラン防藻旋り一ハ・．いっぱ1かける鉱好＆こ蠣アミ禰蝋ん筋齢とつ
い遊んだ後は広霧でお昼ごはん、かあちゃんの作った　1まんだら、ヂチックーン」とやられ穴泣きしちゃった。

お弁当、と～ってもおいしいんだよ。ねえ、もっとい　1あれね、パチっていうんだって。雛うちの変なお遊び。

い孔なるからま罐れてってね、ロぼくみ磁から1おとうさんや観ちゃん筋ったら・ぼく耀のにお

・もぢって呼ばれてるけど、樋びやユンボが規三いをかがすんだ義リシ貿…クシ層bって逃
きな男解だぞ．いちごやバナ托柵きだけど・こ1げ鵬んだけどさ護でしょう？臆くお酬理がだ

どもの臼にはやっぱザちまぎを食臆くちゃ課1い～す創目嚇咄されると駒劃おつ浄
奪はおおきくなるぞ1　　　　　　　　　　　　　　嚢トだあ雛と鱒んでしまうほどさ。

【お母さんから一誉】　　　　　　　　　　　　　　　塞【お母さんから一書ユ

人に優し＜、、萌るく充気に蕎ってほしいです．　　　　1友達を大切にする、思いやりのある子になってほしい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でず、

灘講纏纏耀醗灘

灘

飾－噛『

麟タバコを止められないのは病気？？
　タバコに禽まれるニコチンには、麻薬のへOインやコカインに籔敵するような強い依存雛があります。

タバつを建められないのは、麻薬中毒のようなr二つチン中翻という病気だからです。病気の聴皆さ

んがお屡蓄さんにかかると岡じように、タバコを止められないニコチン中灘でかかるのも当たり離のこ

となのです。一一入で禁煙しようと1がんばらないで、ぜひ蟹轡に相談してください。

轡タバコ中毒・ニコチン中毒にも薬があります11

　ひたすらタバつを我慢するのではなかなか禁煙できません．よ手に政めるつツを短り、二鶯チンガム

やパッチなどの薬（禁煙補動剤）をうまく痩えば、禁煙に成功する確率は高くなります。

簿禁煙は1回で成功しなくて良い？1
蒙煙に失戴して、獣たタバコを暖うようになることが恥勢かしい、意志薄弱だと他の人から思われな

いかと心齪してい謹せんか？　何も／＠で禁煙できなくとも農いのです。何園か試みているうちに、失

賊するときの状況が自分でわかってき濠す、縫験を隻かし対籏を毯えれば成功する曙能姓が高1まります。

◎
・
．

嬬
裟

　
　
4

喪タバコは歯周病にも影響します。
　タバコを磯うと唾液の分泌が悪くなり、〔コの中が不潔になりやすくなります。

さらにタールの溝れで歯垢が憾きやすくなり、ニコチンが歯茎の鋤蟹を総く

し歯周癌への抵抗力を弱くし蒙す。票煙により丈夫な歯茎がよみがえり、食

べ物蒼しっかり噸むことができるようになり濠す。　　　　　　　登坂鷹舖

9
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馨
鐵
魏
薇
継
誕
難
鎗
鐵
鱒
題
鳩
あ
．
て
農
い
と
考
．
て
い
蚤

O
署
纏
馨
塞
護
は
ど
馨
嚢
準
嚢
し
た
の
律
（
浦
額
よ
．
下
）

　
　
地
域
・
無
伐
・
艦
励
等
の
バ
ラ
ン
ス
を
溝
麟
し
薫
人
選
じ
た
．
委
轟
は
地
域
の
代
裟
で
は
な
＜
、
㎜
麟
罷
と
し
て
騎
の
将
来
に
つ
縁
，
㌧

瀦
憲
髪
糞
て
蓼
つ
蕩
で
続
誉
し
て
覆
霧
わ
薯
の
で
讐
憾
蓬
濤
の
蕊
の
懇
署
蘇
．

　
こ
の
ま
ま
の
運
営
方
法
で
期
限
ま
で
に
間
に
含
う
の
か
？

　
本
協
議
会
も
5
園
黛
と
な
り
、
今
鐡
松
之
出
町
で
の
闘
催
に
よ
り
5

市
町
村
が
…
巡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ
も
協
議
会
の
運
営
に
関

す
る
こ
と
や
、
事
務
レ
ベ
ル
で
す
り
あ
わ
せ
作
業
を
進
め
て
い
る
調
整

項
目
の
ほ
ん
の
一
部
の
協
議
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
状
況
で
は
年
内
に
法

定
協
議
に
移
行
す
る
と
い
う
目
的
は
難
し
く
、
会
の
進
め
方
に
叛
本
的

な
見
直
し
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
今
翻
の
奮
併
は
財
政

問
題
が
基
本
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
薬
が

あ
る
反
薗
、
丘
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
出
て
く
る
の
は
当
然
の

　
こ
と
で
あ
る
。
任
意
協
議
会
は
合
併
の
判
断
材
料
を
住
罠
に
示
す
こ
と

が
目
的
で
あ
る
以
上
、
で
き
る
・
で
き
な
い
㌦
こ
の
よ
う
に
変
わ
る
と

　
い
っ
た
基
本
的
理
念
を
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
い
っ
た
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
琵
先
の
間
題
に
執
着
し
な
い
冷
静
な
態
度
で
協
議
を

　
渤
園
新
辮
名
称
で
一
時
緊
追
し
た
状
溌
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
長

　
（
中
里
村
・
由
本
村
長
）
は
蟹
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
　
「
よ
う
や
く
各
市

　
町
村
の
思
わ
く
が
鎚
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
が
こ
れ
は
大
切
な
こ
と
で

　
あ
る
。
新
聞
各
紙
は
い
ろ
い
ろ
報
道
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
部
意
晃

　
だ
と
感
じ
て
い
る
。
協
議
会
で
は
大
い
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

　
各
委
簸
と
も
冷
静
な
態
度
で
望
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
滝
沢
十
6
町
市
長
は
今
國
初
め
て
公
式
発
書
し
、
髄
翻
の
隅
帯
委

　
員
発
書
の
行
き
過
ぎ
を
認
め
た
上
で
「
合
併
し
な
い
と
や
っ
て
い
け
な

　
い
と
い
う
認
識
を
各
市
町
村
が
持
つ
こ
と
が
第
一
要
件
で
あ
る
届
と
、

｝
5
市
町
村
倉
併
に
萬
陶
き
の
発
露
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関

　
し
て
の
勉
の
酋
長
か
ら
の
畷
確
な
発
欝
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

8鍵甜任灘融のお知らせ塁鷺麟薫灘（塗1中鋸鍬詳・・一だよ・を一・・

みのり
美徳ちゃん（2歳）

　　　　　　　議

　　　　鍵騰

蓼　　一難驚椥一謬囎薮翻磯
・5鯉はこども囎、ももン塚ではみんなで列諏み《んの傷慧灘おかあさん偲を盗んでタ事に

一ンピア灘南にお患かけしぎした、水遊びしたり、と　；脱鳶して遊ぶことさ。カエルやアリンニ〕、虫くん追っ

うちゃんの運転するラン防藻旋り一ハ・．いっぱ1かける鉱好＆こ蠣アミ禰蝋ん筋齢とつ
い遊んだ後は広霧でお昼ごはん、かあちゃんの作った　1まんだら、ヂチックーン」とやられ穴泣きしちゃった。

お弁当、と～ってもおいしいんだよ。ねえ、もっとい　1あれね、パチっていうんだって。雛うちの変なお遊び。

い孔なるからま罐れてってね、ロぼくみ磁から1おとうさんや観ちゃん筋ったら・ぼく耀のにお

・もぢって呼ばれてるけど、樋びやユンボが規三いをかがすんだ義リシ貿…クシ層bって逃
きな男解だぞ．いちごやバナ托柵きだけど・こ1げ鵬んだけどさ護でしょう？臆くお酬理がだ

どもの臼にはやっぱザちまぎを食臆くちゃ課1い～す創目嚇咄されると駒劃おつ浄
奪はおおきくなるぞ1　　　　　　　　　　　　　　嚢トだあ雛と鱒んでしまうほどさ。

【お母さんから一誉】　　　　　　　　　　　　　　　塞【お母さんから一書ユ

人に優し＜、、萌るく充気に蕎ってほしいです．　　　　1友達を大切にする、思いやりのある子になってほしい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でず、

灘講纏纏耀醗灘

灘

飾－噛『

麟タバコを止められないのは病気？？
　タバコに禽まれるニコチンには、麻薬のへOインやコカインに籔敵するような強い依存雛があります。

タバつを建められないのは、麻薬中毒のようなr二つチン中翻という病気だからです。病気の聴皆さ

んがお屡蓄さんにかかると岡じように、タバコを止められないニコチン中灘でかかるのも当たり離のこ

となのです。一一入で禁煙しようと1がんばらないで、ぜひ蟹轡に相談してください。

轡タバコ中毒・ニコチン中毒にも薬があります11

　ひたすらタバつを我慢するのではなかなか禁煙できません．よ手に政めるつツを短り、二鶯チンガム

やパッチなどの薬（禁煙補動剤）をうまく痩えば、禁煙に成功する確率は高くなります。

簿禁煙は1回で成功しなくて良い？1
蒙煙に失戴して、獣たタバコを暖うようになることが恥勢かしい、意志薄弱だと他の人から思われな

いかと心齪してい謹せんか？　何も／＠で禁煙できなくとも農いのです。何園か試みているうちに、失

賊するときの状況が自分でわかってき濠す、縫験を隻かし対籏を毯えれば成功する曙能姓が高1まります。

◎
・
．

嬬
裟

　
　
4

喪タバコは歯周病にも影響します。
　タバコを磯うと唾液の分泌が悪くなり、〔コの中が不潔になりやすくなります。

さらにタールの溝れで歯垢が憾きやすくなり、ニコチンが歯茎の鋤蟹を総く

し歯周癌への抵抗力を弱くし蒙す。票煙により丈夫な歯茎がよみがえり、食

べ物蒼しっかり噸むことができるようになり濠す。　　　　　　　登坂鷹舖

9



召　　　　　鱒認懸灘月盤（水）羅より
憎箋　1＿匪團番一わります

町村名 欝外局番 市内局番 個入番弩

　松之幽購
…

02559 6 ××××

松代町 02559 7 ××××

安塚時 02559 2 ××××

大鶴村 02559 4 ××××

浦1縫原村 02559 9 ××××

藍ゆ

欝外局番 霧内局番 鯛人番畢

025 596 ××※×
噌
　
　
0 25 597 ××××

載
　
　
0 25 592 ××××

銑　　025 594 ××××

025 599 ××××

　　　　　〈ケタづらし方式によるので、金体の蕎暑は今までと変わりません＞

★市外からお宅にかけるときは、今までどおり全部の数字をダイヤルしまず。

★近所や町内・上記の安塚局管内にかけるときは、市内局番が3桁に堰えます。

．たとえばお宅から役場に電話をかける場合は？

今はoo ですが 変更後は o o
※名麹や広憲など作る鵜念、電話番馨の記載にご注意ください。

となります。

霧旨

　　　　　　　　　　　　　　懸・

一　ぜ　、製、蓬
脚掘齢　 胆

麹
塑
繍
翻
鱒
劉
鯛
鍵
鋤
尋
鐙
瑠
翌

　
雨
の
天
気
予
報
を
は
ね
飛
ば
し
、
　
　
と
い
う
こ
と
で
、
何
時
間
も
繭

絶
好
の
お
祭
り
矯
よ
り
と
な
っ
　
　
か
ら
煽
を
確
保
す
る
熱
心
な
フ

た
5
月
押
露
（
土
）
、
松
之
由
温
　
　
　
ア
ン
も
い
ま
し
た
。
ま
た
今
團

泉
祭
り
が
た
く
さ
ん
の
お
客
様
　
　
　
か
ら
尺
玉
（
鎗
鍔
）
花
火
が
復

を
迎
え
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
．
　
　
　
活
し
、
さ
わ
や
か
な
新
緑
に
美

B
S
藩
ラ
ジ
オ
の
公
開
録
畜
で
　
　
し
い
大
輪
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

は
人
気
演
歌
歌
手
が
患
演
す
る

ー
o
o
F
O
F
I

　　　　　　騒漏に韓國廼働恥て頓るスペイ
　　　　　ン人の友達惹ヌメリカ《の笈達と

　　　　　添｝鱒ムス溝翼のお父さん、お縫さ

　　　　　んが鍛i蔽がらi蕪蜜葛だ．笈達嘉ま大

　　　　繧海謙騰懸事があの
叢誘溺鶏講の購奮慈経験籔燕蓬と

がお鯵譲懸i滋恋爆蓬。鍛懸麟蒸一

パー漢響時聞ががが驚〉鷲繰顧館と

が遊1ぶ懸が懸く竃夜ぼ蛙の辮がう　　　　　　、む

る誉く蒸麟然が多く羅びっくのし
　　　　　　　　　　　　　　ドモノ諜磁驚。松慧幽は不便懸樹がその　、萎、’、・　撞華

伐わξ）総松選出の騨嶺議は霞然が

懸毅獣だ磁、戴溺暖か硲し、温泉

が諺る磁、お懇賂穏やか癒勝饗誘．購に誇穆を持

っ癒漠達に松叢鋤の韓恥駈を発慧驚がっ驚餐す。

　添一鐵蒸灘嫁のお父さん老お母灘んは松蓬出髪

見るの謹叢饗懸楽影み建琶羅騰叢しだ。温衆に蘇

《

瞬欝っ驚媛美熟撚轍驚髪散歩鞍瀧纏出簗漁態ん護

餅を養べ懸の嫉癒醤び震膨懸。糞懸松譲幽癒卿嬢

豪秘だ。温衆ぽ私総はち窯額ピ熱鱒響矯が総黍太

のお懸きんとお父叢ん盗はちようゼ漢がつ燧饗塗。

　　　　　一番薇露かっ懸のは夢の家蓬驚籔

　　　　　懸寮。スーツ懇藩薫1鰹蒸箱獲羨鞍

　　　　　ま穆だ。溌穣逡懇婿般緩祭の懸髭

　　　　　だことがあ珍まi霧が松燧幽の祭の

　　　　　だと知珍豪懸滋灘群驚。婿投嫉祭
　〉　・・羅　海が灘膨ピの漢識一ス饗紹炎さ酸

1
ノ 自　　，　　癒も松之出温鎌遷籔謡う麟象が薄麟
毘　 橿

　　撫　　　の癒ものと絵逡i幽温i崇懇鐙i儀i霧る

　　　　　秀が鱒騨の饗はお欝頴鷲騨蒙膨癒。

響潅紅ば爽際の婿投げ祭翰を次は晃懸輪そう廼誘。

　ぞ鞍獲皆淋松建顧を老鷲私i気縫鱒壌懇ぞ載ぞi流

の場辮戴帰っ癒行毒ま珍だ。

　　　　　　　　　嬉磯ッカ・ノ轍難》

懸
　
私
た
ち
の
生
括
に
簸
も
身
近
な
鳥
が

灘
鞍
｝
ト
ル
に
譲
り
一
定
耀
賛
惚
瓢
け
　
“
　
繊

　
　
、
b
墾
い
る
場
票
奪
灸
，
に
ス
　
　
　
　
麟

灘
ズ
メ
が
巣
を
か
噴
、
ま
さ
嘆
ズ
誘
懸
地
．
ち
謎
う
ど
子
膏
て
の
鎌

懸
轟
P
講
欝
聾
駁
麟
、
賀
編
継
舞
ぞ
熱

　
　
響
象
萩
冬
箋
馨
動
を
と
食
ツ
暴
殖
響
2
、
姦
懸

灘
翠
饗
く
ガ
逗
レ
擁
の
産
控
莞
で
嚢
蓬
撫

難
に
讐
て
舞
譲
霊
ん
だ
豊
－
い
る
．
そ
れ
暴
然
と
議

　
　
ぶ
。
ま
さ
に
「
ス
ズ
メ
の
単
校
篇
の
集
強
譲
練
。
　
馨
俸
の
挽
秋
、
朝
窓
灘

灘
を
醐
け
た
と
た
ん
吾
讃
の
ス
ズ
差
蕎
暴
び
ふ
鷺
轟
灘
、

叢
九
難
綴
鶏
難
鷺
懸
嘩
鐸
灘

灘
山
類
難
勝
磯
鱗
篠
難
難
ゲ
こ
と
撚

難
か
ら
萎
お
毒
と
轟
裟
る
・
　
　
　
懸

籔
撫
懲
礁
講
嚇
鑑

灘
鷲
融
4
醗
な
騒
メ
勧
必
死
さ
が
灘
に
磯
き
付
レ
て
離
れ
な
灘

灘
身
な
測
だ
け
．
、
い
ん
な
ド
ラ
（
欝
．
辮
久
茎
鵜

10
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召　　　　　鱒認懸灘月盤（水）羅より
憎箋　1＿匪團番一わります

町村名 欝外局番 市内局番 個入番弩

　松之幽購
…

02559 6 ××××

松代町 02559 7 ××××

安塚時 02559 2 ××××

大鶴村 02559 4 ××××

浦1縫原村 02559 9 ××××

藍ゆ

欝外局番 霧内局番 鯛人番畢

025 596 ××※×
噌
　
　
0 25 597 ××××

載
　
　
0 25 592 ××××

銑　　025 594 ××××

025 599 ××××

　　　　　〈ケタづらし方式によるので、金体の蕎暑は今までと変わりません＞

★市外からお宅にかけるときは、今までどおり全部の数字をダイヤルしまず。

★近所や町内・上記の安塚局管内にかけるときは、市内局番が3桁に堰えます。

．たとえばお宅から役場に電話をかける場合は？

今はoo ですが 変更後は o o
※名麹や広憲など作る鵜念、電話番馨の記載にご注意ください。

となります。

霧旨

　　　　　　　　　　　　　　懸・

一　ぜ　、製、蓬
脚掘齢　 胆

麹
塑
繍
翻
鱒
劉
鯛
鍵
鋤
尋
鐙
瑠
翌

　
雨
の
天
気
予
報
を
は
ね
飛
ば
し
、
　
　
と
い
う
こ
と
で
、
何
時
間
も
繭

絶
好
の
お
祭
り
矯
よ
り
と
な
っ
　
　
か
ら
煽
を
確
保
す
る
熱
心
な
フ

た
5
月
押
露
（
土
）
、
松
之
由
温
　
　
　
ア
ン
も
い
ま
し
た
。
ま
た
今
團

泉
祭
り
が
た
く
さ
ん
の
お
客
様
　
　
　
か
ら
尺
玉
（
鎗
鍔
）
花
火
が
復

を
迎
え
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
．
　
　
　
活
し
、
さ
わ
や
か
な
新
緑
に
美

B
S
藩
ラ
ジ
オ
の
公
開
録
畜
で
　
　
し
い
大
輪
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

は
人
気
演
歌
歌
手
が
患
演
す
る

ー
o
o
F
O
F
I

　　　　　　騒漏に韓國廼働恥て頓るスペイ
　　　　　ン人の友達惹ヌメリカ《の笈達と

　　　　　添｝鱒ムス溝翼のお父さん、お縫さ

　　　　　んが鍛i蔽がらi蕪蜜葛だ．笈達嘉ま大

　　　　繧海謙騰懸事があの
叢誘溺鶏講の購奮慈経験籔燕蓬と

がお鯵譲懸i滋恋爆蓬。鍛懸麟蒸一

パー漢響時聞ががが驚〉鷲繰顧館と

が遊1ぶ懸が懸く竃夜ぼ蛙の辮がう　　　　　　、む

る誉く蒸麟然が多く羅びっくのし
　　　　　　　　　　　　　　ドモノ諜磁驚。松慧幽は不便懸樹がその　、萎、’、・　撞華

伐わξ）総松選出の騨嶺議は霞然が

懸毅獣だ磁、戴溺暖か硲し、温泉

が諺る磁、お懇賂穏やか癒勝饗誘．購に誇穆を持

っ癒漠達に松叢鋤の韓恥駈を発慧驚がっ驚餐す。
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遡
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探
縛
雛
凝
禦
勧
蠣
知
繍

　
　
活
の
葎
峯
聾
て
裟
す
・
嘉

　
　
掃
中
に
雛
箋
を
智
、
お
慧
み

　
　
清
そ
轄
き
の
纂
饗
。
そ
ば
柴

　
　
林
駈
謄
蹴
ば
鳶
引
鉄
欝
す

　
　
人

　
　
　
　
る
一
場
爾
も
。
蔚
潤
に
は
松
嵩
の
生

　
　
美
徒
も
葎
隻
暴
れ
、
大
き
な
枝

！
の
を
峯
け
て
く
れ
ま
し
た
．
多
あ

う
校
慧
⑰
踏
郁
テ
．
ア
が
美
人
林
を

と
学

毎年ありが

　松之山小
5・2｛F朗

騨予煎瀦・魔

蚤鳥大学入学鋭

灘

㎎

ス
タ
…
ト
時
は
余
裕
の
衷
簿
で
し
た
が
；

5
・
8
㈱

焉
年
度

湯
鳥
大
学
入
学
式

　
嵩
齢
潔
学
級
活
働
で
人
気
の
轟
い
「
湯

鳥
大
脇
ぼ
の
入
学
式
が
休
養
村
セ
ン
タ

ー
粛
、
丸
行
わ
れ
ま
し
た
．
今
年
度
の
入
学

懲
は
男
性
H
名
・
女
性
紛
名
の
計
憩
名

で
す
。
湯
鳥
大
学
は
今
年
渡
が
8
年
麟

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
瀬
露
“
で
延
べ
3
6

4
名
が
入
学
し
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
磯

ね
月
！
回
誹
瀬
さ
れ
て
い
る
薯
業
に
参

加
し
て
い
き
家
す
．
事
務
覇
で
は
、
ど

う
し
て
も
こ
も
り
が
ち
に
な
る
冬
獺
闘

の
活
勧
も
、
今
後
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
謡
し
て
い
ま
す
．
．

　　　　　　　　　松中がんばり遠足

5●璽6㈱　　頼るは自分の足のみ

　巖長42k鋤のマラソンコー一ス、最抵ゆとリコー一スでも25km

という．まさに“遠簸”という私にふさわしい松中の伝統行

纂が今年も行われました。圭獺は終韓小爾模様の天氣でしたが、

生徒は4コースから各露で選択し、まずは必ず通遍する大厳

寺轟原翼指して元氣に出発していきました。生簿慾ま全貴完走（完

歩？〉したそうですが、先生σ）中には無理がたたった方もい

たとかいないとか。お疲れ様でした。

麓’

懸
．

　　　　　　　　ば一どが一でんは

5’29【醐一面のお花畑

瞬欝、搾獅の・鮪大橋たもとの測轍で行った大地の

辮際ブレイベントで、2G7激のチrlナヅ勘花びらが塞
を舞ったσ）を覚えていますか？　花をとった後の球根はどう

したのかな……と愚いきや、大厳寺嵩漂にしっかり息づいて

いまし、た。萩緑まぶしい轟源に、魯鮮やかな多種のチュー講フ

ッブが見事でした。カラーでないのが残念。

5
・
認

都
会
人
オ
ー
ナ
ー
の
オ
ア
シ
ス

湯
山
グ
リ
選
ン
リ
茎
ス
で

田
植
え

　
今
難
4
糊
目
の
最
終
無
を
迎
え
、
通

算
稔
回
総
と
な
る
グ
リ
…
ン
リ
ー
ス
の

滋
植
え
が
、
遙
か
由
蓮
み
が
眺
望
で
き

る
湯
山
集
薄
の
轟
台
に
位
置
す
る
翻
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
獲
訪
れ
た
会

員
（
オ
…
ナ
…
〉
は
な
ん
と
90
名
近
く
で
、

誰
も
が
こ
の
鷺
を
着
を
長
く
し
て
待
っ

て
い
た
と
の
こ
と
．
辮
業
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
湯
出
集
落
管
理
組
舎
の
心
づ

く
し
の
も
て
な
し
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
会
襲
も
多
い
の
は
確
か
な
よ
う
で
す
．

12

　　　　　　　　　5・28藍w，。｝　　合併任意協議会が松之山で開催

第5醗購広蠣舗臆協識が｛横榊ン外で離駄はたくさんの傍嚇が鋤かけました・靹筋垂映献
されました。会繕の醐催地は協議会参艇5帯町籾の持ち園りで　　両け、今後溜発な論議が予懇されますq…般公瀾ですのでぜひ

騰されてい紬ので、糊で遜したこと臆瞭す．鯛騰に描かけください・　※醐係欝は8やジ鵬載
松代会場での新市名称発書で緊張感が嵩まったこともあり、会

翻
縫
地
の
鶴
叢
が
議
餐
を
務
め
蓉
す
漉

佐
藤
購
覆
の
左
横
が
会
喪
の
山
本
醤
餓
八
中
墨
轡
）

懸驚5璽

1櫛麟鶏
乃
人
も
の
簿
聴
人
で
、
会
場
は
満
杯
に

な
り
豪
し
た
。
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欝
．
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慰

　
　
　
　
絹

6
。
－
鋤

　
　
　
　
裏

町
内
3
小
学
校
で
校
区
民
運
動
会

　
本
当
に
不
思
議
な
ほ
ど
、
な
ぜ
か
こ
の
鶏
に
醸
っ
て
雨
降
り
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．
誰
の
せ
い
か
は
溺
と
し
て
，
松
之
忠
と

松
盤
で
は
爲
年
ぶ
り
の
騒
内
競
技
と
の
こ
と
、
し
か
し
嬬
ま
っ
て

み
れ
ば
、
ど
の
会
場
も
羅
内
な
ら
で
は
の
楽
し
い
ゲ
ー
ム
が
あ
韓
、
、

に
ぎ
や
か
な
運
動
会
が
繰
り
広
げ
も
れ
ま
し
た
。
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簸
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畿念し、お糞
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新
潟
県
交
逓
災
書
共
済

か
ら
お
知
ら
せ

　
｝
人
年
間
5
0
0
円
の
掛
け
金

で
、
こ
撫
入
い
た
だ
い
て
い
る
県
の

交
通
災
害
共
済
は
、
不
幸
に
し
て

交
通
事
故
に
遭
っ
た
方
へ
見
舞
金

を
支
払
う
舗
度
で
す
。
巖
低
7
β

以
上
の
通
院
論
療
か
ら
対
激
に
な

り
ま
す
。
本
人
串
告
で
、
事
故
に

あ
っ
た
日
か
ら
ユ
年
以
内
が
申
講

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
万

…
交
通
事
敏
に
遭
っ
た
時
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

纏
問
い
禽
わ
せ

　
役
場
総
務
諜
行
政
係
　
中
轟
ま
で

田舎雪国のギ鱗句・メツ・セージ襲

欝応募資格　上越地域に屠住または勤務

　　　　　　する勤労者

　　　　　　（自営業・主婦・退i織者など

　　　　　　含む〉

鑛部　　門　呂本薗・洋鐡・彫刻・工芸・

　　　　　　書道・写真

　　　　　　（各部門とも一人3点内で

　　　　　　末発表のもの）

灘募集期間　8月2藩臼（木）～8月26霞（火）

轍開催華ヨ　8月30i……（土）～8月3蓬段く8）

鑛開催会場　上越市立高顧翻書館帯民

　　　　　　ギャラリー一

灘問い含せ　上越労政事務所まで

　　　　　　豊025－526－9431
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も、契約書瀬を受け取った欝（現金の場合頷収書の日にち）

潴費春に考え直す機会を与え、理滋なしで契約を解除で

る翻度です。突然家に訪問され、冷離に塔える問もなく

など、硝費麿を救うために建められている綱度です。た

贔購入契約では、解除の率し患は8繕以内となっていま

続きが必要です．お問い合わせは賓の県潴費麿センター、

肇
げ
，
、
寓

4

　
電
謡
綴
談
・
来
勝
相
談

鑓
段
曜

　
午
前
L
O
時
～
午
後
4
時
3
0
分

　
電
謡
獺
談
の
み

顕
休
み

　
土
曜
・
概
段
・
奪
末
年
始

ロ
相
談
電
誌

　
0
2
5
…
2
8
5
｝
4
1
9
6

一琴ノ欝　　一　　　　｝
　クーリング・オフとは、訪閥販

契約した場合でも、契約書瀬を受り

から一定期間は潴費春に考え直す

きることを誘める翻度です。突然

購入しまった時など、硝費麿を救

だし一般的な商贔購入契約では、／
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ど
の
矯
件
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
電
謡
で
お
問
い
含
わ
せ
く

だ
さ
い
。

雛
受
験
案
内
配
霜
・
願
書
受
付
期
闘

　
平
成
蔦
年
7
月
澱
ヨ
か
ら
8
月
欝
鶏

灘
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
　
轟
齢
保
験
橿
縫
諜

　
介
護
事
業
係

　
励
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
王
1

　
　
　
　
　
　
　
　
（
漿
庁
代
褒
）

　
（
内
線
2
5
2
3
、
2
5
2
7
、
2

5
2
8
〉

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

よ
ろ
ず
相
談

　
新
潟
墨
蕩
齢
麿
総
含
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
お
年
霧
り
や
そ
の
家

族
が
抱
え
る
悩
み
事
や
、
心
配
事

の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
謡
く
だ
さ
い
．

鷺
よ
ろ
ず
獺
談
D
月
曜
か
ら
金
曜

　
の
薙
撮
、
午
繭
9
時
か
ら
午
後

　
5
時

鷺
専
門
相
談
臼
P
法
律
、
鷹
療
、

　
痴
果
、
健
康
、
介
護
な
ど
の
専

　
門
相
談
田
も
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

　
電
詣
で
の
予
約
が
必
要
で
す
の

　
で
お
問
い
含
わ
せ
く
だ
さ
い
。

纏
電
話
番
暑

　
0
2
5
－
2
8
5
－
4
蓋
6
5

労
働
な
ん
罎
も
相
談
会

　
新
潟
県
で
は
、
簸
近
の
厳
し
い

薩
罵
鋳
勢
を
受
け
て
、
雇
爾
・
労

働
問
題
に
関
す
る
相
談
会
を
麗
催

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
秘
密
厳
守

で
奪
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

8
臼
時
　
平
成
蔦
年
6
月
珀
欝

　
　
　
午
後
1
時
～
5
購

懸
会
場
　
上
越
甫
戻
プ
ラ
ザ
2
陵

　
当
嬢
は
電
誕
で
も
受
け
付
け
ま
す
．

　
専
鯖
電
話

　
0
2
5
－
5
2
6
－
9
8
葉
8

8
問
い
禽
わ
せ
先

　
上
越
労
政
事
務
勝

　
鱈
0
2
5
－
5
2
6
－
6
1
1
0

火
薬
類
保
安
嚢
任
者

試
験
が
行
わ
れ
ま
す

馨
試
験
の
種
類

　
甲
種
・
乙
種
火
薬
類
取
り
級
い

　
保
安
費
任
煮

　
溝
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
煮

■
願
書
受
付
期
闘

単
成
焉
年
6
月
2
4
鶏
～
7
月
3
臼

懸
試
験
田
・
会
場

平
成
欝
年
8
月
24
段
（
臼
）

　
午
後
1
時
よ
り

　
新
潟
県
建
設
会
館
（
新
潟
市
内
）

ロ
問
い
合
わ
せ
先

　
（
歓
〉
新
潟
県
火
薬
類
保
存
協
会

　
懸
0
2
5
－
2
8
1
－
1
三
6
2

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
東
北
電
力
㈱
牽
欝
騎
営
業
断
と

十
臼
町
エ
ネ
ル
ギ
…
懇
談
会
共
催

に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
入
場
無
料
、
ど
な
た
で
も
参
撫

で
き
ま
す
。

籔
旧
時
　
平
成
焉
年
6
月
π
呂
〈
火
〉

　
　
　
　
午
後
3
時
3
0
分
～
5
時

懸
会
場
　
ラ
ポ
ー
ト
十
臼
町

欝
講
舗
　
読
売
新
聞
東
窟
本
祇

　
　
　
　
編
集
委
員
　
新
井
光
雄
氏

顧
演
題
　
「
報
道
か
ら
見
た

　
　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
』

菓
頸
城
郡
医
師
会

休
日
当
番
選
の
お
知
ら
せ

　
ご
利
罵
の
際
は
、
電
諸
で
ご
確

認
の
上
お
患
か
け
く
だ
さ
い
。

6
月
絡
黛
（
貨
）

松
之
山
診
療
断

6
月
2
2
β
（
賃
〉

県
立
松
代
病
院

7
月
招
β
（
費
）

松
之
山
診
療
所

徹
6
－
2
2
4
0

B
7
－
2
1
0
0

黎
6
－
2
2
4
0

鱒
足
早
く
爾
国
気
分

　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
で
初

泳
ぎ
を
ど
う
ぞ

臓
レ
ジ
ャ
奪
プ
嚢
ル
は
通
鋒
営
業

　
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
は
7
月
三
質

　
オ
ー
プ
ン
…

雛
土
・
β
・
祝
β
は

　
午
繭
鎗
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

懸
群
し
く
は

　
鋏
0
2
5
－
5
4
4
－
2
エ
2
2

　6月22臼（臼〉の午醗中、町内2

力勝において町潴防懸の想定演習

が行われます。詳しい内容は後蒙

お簿らせしますが、当段は溝防箪1

がサイレンを鳴らして出動します。

饗

『5
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　　　　　囎撒　　　灘　　欄撚灘
鐡

繍撒鑑
1㈹ 生け花教蜜

日本脳炎予防接種（幼晃〉・診療所 16㈱ エア瓜ビクス

2櫨〉 エアΩビクス 17㈲ ほのぼの教室

3㈱ ほのぽの教塞 18㈹
4㈹ 長縄跳び大会 19ω
5Gゆ 20（日〉

第2鐡大地の芸衛祭闘催（9月ア田まで〉

「森の学校」キョ印ロオープン、少年野球教整

6（日） 少奪野球教蜜 21㈱
7㈲ 22㈹

社交ダンス
幼晃歯科検診（保健センター）

8㈹ 社交ダンス 23㈱
エアロビクス・ほのぼの教塞
ニコニコ軍懸（保健センター〉

9㈱
エアロビクス、ニコニコ教室（体鷺餓）

松之山診療勝無料健康相談β
24（蔚

町内小・中・高終業式、騎親警水泳大会（町艮プール〉

婦人検診（保健センター〉

10㈱ ほのぼの教整 25㈹
11㈹、 26dゆ 湯鳥大運動会

12dゆ
27（日） 少年野球教窯

13（日〉 少年野球教室
松之由診療漸偉霞嚢番覆 28㈱

14㈲ 29㈹ 婦人検診（保健センター〉

15㈹ 9本艇炎予防接種（幼児〉・診療所 30㈱ エアロビクス

㈱…獺購灘鞭鞭総鵜翻2懸・難灘灘職羅鑛欝鑛灘灘難き難灘灘羅離i麟蝶〆ーン澱　・『漁㈱『紺鵬戴』繍1’
31㈲ ほのほの教室

　　　　　　　　幸　　　　　　　　　講一1　　鑛・鑛
　　　　　　　　　　　　　　　・灘韓灘麟

　席
覧灘撚欝灘灘難灘灘　　　　　　　灘　　　　　撚　　灘灘灘　難飛欝

いい汗流モろ1第2回大地の芸術祭

ランド
醗

、
蟹
紅
」
鋼
纒

昨無の“うずまきリレー’Pカ、ら

、羅綴難…・、＝、巽嚢

瀕鐵難難欝騨麟

繋

日～9

繋騰顯

鰯鱗麟鰹麟騒
第蓬園芸衛祭作：贔（大厳寺磯i漂）から

絡

灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
響
警
勤
舞
ぐ
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
宙
晦
生
灘
学
習
だ
よ
り
　
公
残
露
　
8
6
…
2
2
6
5

　
　
　
　
　
嚢
難
難
嚢
難
難
難
羅

饗ー、蒙難ー．．霧

霧遷馨ーー

雛、

霧
熱
町
翻
塞
警
ん

【
ゆ
と
り
陶
芸
】

　
蔑
齢
潔
両
け
の
陶
芸
教
室
で
す
。

6
月
2
6
臼
（
木
）

隼
後
王
購
3
0
分
～
4
時

ゲ
…
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

粘
土
代
実
費

村
由
悦
夫
釜
金
鍛
欝
指
導
毯

▼
期
厳

▼
時
闘

▼
場
駈

▼
講
舗

▼
期
臼

▼
跨
間

▼
場
漸

▼
費
駕

▼
講
舗

7
月
3
揖
（
木
）

午
前
憩
時
～
午
後
工
聴

ゲ篠ト

ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

編
野
溝
一
郎
先
生

【
一
般
陶
芸
】

　
一
般
両
け
の
陶
芸
教
室
で
す
、

身
の
園
り
の
小
物
や
置
物
な
ど
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
臼
6
月
2
0
総
（
金
）

　
　
　
　
7
月
4
段
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
7
蒋
～
9
時

▼
会
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

▼
費
駕
　
粕
土
代
実
費

▼
講
節
　
粒
慮
悦
夫
（
鍍
籔
轡
捲
瀬
愚

灘、

継ー嚢

　
　
　
　
　
　
’

醗
【
ホ
タ
ル
観
察
会
】

　
夜
の
撮
鼻
を
す
て
き
に
彩
る
ホ

タ
ル
を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
B
　
7
肩
5
β
（
土
）

▼
時
閣
　
午
後
7
時
～
9
時

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
｝
集
合

▼
講
締
　
霞
然
友
の
会
の
皆
さ
ん

【
夜
の
森
の
観
察
】

　
夜
の
森
の
不
思
議
な
挺
界
を
見

て
み
ま
せ
ん
か
？
握
問
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
動
物
を
発
見
で

き
る
か
も
。

▼
潮
田
　
7
月
n
鷺
（
金
〉

▼
時
閣
　
午
後
7
聴
　
集
合

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
…
集
合

【
写
真
立
て
を
作
ろ
う
｝

　
懲
然
の
素
材
を
使
っ
て
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
立
て
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
β
　
7
月
捻
段
（
土
）

▼
時
閥
　
午
繭
9
時
～
捻
聴

▼
場
斯
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー
集
合

▼
講
麟
　
金
子
禎
人

灘
【
楽
し
い
登
山
】

▼
期
臼

▼
時
闘

▼
場
漸

’
簸
賜
難

7
月
B
臼
（
旦

午
鯖
6
時
30
分
～

休
養
村
セ
ン
タ
董
集
合

毒
荊
平
標
磁
輪

C鷺や
等講
瞬撫勤紙
翅徽△身

惚
め
が
だ
歌
舞
俊
ま
診
の
に

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

莚
廻
蕪
織
繕
臓
が
細
鞍
轡
遽
絃

　
鐵
麟
灘
簸
醸
灘
灘
難
馨
灘
灘
鞭
雛
獺
難
懸
惹
灘
懸
溝
織
雛
嚢
鑛
顯

難
灘
饗
鞍
懸
雛
難
辮
蟻
綴
鐵
縷
簸
灘
鑓
灘
灘
鰯
灘
馨
雛
灘
難
鐵

毒
曝
購
叢
贋
餐
磯
撰
騰
耀
藏
礁
騒
叢
糞
磯
肇
磁
灘
蟻
難
薙
燧
燦
護

灘
鑛
灘
㎜
難
雛
難
繕
難
灘
欝

　
　
　
灘
雛
繕
難

　
　
　
　
　
継
灘
灘
灘
襲
羅
灘
螺

青
砥
稿
花
紅
彩
園

　
　
　
穰
瀬
川
勢
揃
の
壕

　
（
さ
ど
爾
津
子
供
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
）

譜
繍
鷲
源
緩
幾
譲
鍛
鑑
、

　
　
・
．
穰
…
懸
講
難
滋
の
鐵

　
　
　
・
．
『
璽
驚
雛
麟
舞
馨

叢
叢
饗
霧
雛
籔
羅
鞭
鶏

灘
難
灘
雛
嚢
鎌

－
，
灘

灘
灘
礁

絵
藩
汰
駒
記
瓢
段
嬢

　
　
　
、
驚
緩
醗
簾
緩
の
鱗

　
　
　
継
鑛
濃
簸
暴
繊
欝
舞
燦
翅

鷲
原
嶽
擬
霧
翼
鑑
謙
繁
灘

　
　
　
　
　
購
叢
灘
難
灘
難
灘
繊

鐵灘灘鑛欝鱗

鐵灘

　
縫
灘
纏
織
懸
撚
灘
灘
鑛
獺
辮

　
　
　
　
　
（
五
曙
沢
歌
舞
伎
）

購
　
間
（
岡
ヨ
と
も
）

午
前
鐙
時
闘
場
・
m
時
30
分
闘
演
、

会
　
場

六
田
町
文
化
ム
蝋
鍵
躍

大
ホ
ー
ル
（
全
席
臼
由
）

料
　
金

各
鷺
と
も
く
三
撮
券
）

大
　
人
1
、
0
0
0
円

小
中
学
生
　
　
　
3
0
0
再

問
い
合
わ
せ
（
入
場
券
購
入
）

町
公
罠
館
　
橿
原
ま
で

費
6
…
2
2
6
5

17
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　　　　　囎撒　　　灘　　欄撚灘
鐡

繍撒鑑
1㈹ 生け花教蜜

日本脳炎予防接種（幼晃〉・診療所 16㈱ エア瓜ビクス

2櫨〉 エアΩビクス 17㈲ ほのぼの教室

3㈱ ほのぽの教塞 18㈹
4㈹ 長縄跳び大会 19ω
5Gゆ 20（日〉

第2鐡大地の芸衛祭闘催（9月ア田まで〉

「森の学校」キョ印ロオープン、少年野球教整

6（日） 少奪野球教蜜 21㈱
7㈲ 22㈹

社交ダンス
幼晃歯科検診（保健センター）

8㈹ 社交ダンス 23㈱
エアロビクス・ほのぼの教塞
ニコニコ軍懸（保健センター〉

9㈱
エアロビクス、ニコニコ教室（体鷺餓）

松之山診療勝無料健康相談β
24（蔚

町内小・中・高終業式、騎親警水泳大会（町艮プール〉

婦人検診（保健センター〉

10㈱ ほのぼの教整 25㈹
11㈹、 26dゆ 湯鳥大運動会

12dゆ
27（日） 少年野球教窯

13（日〉 少年野球教室
松之由診療漸偉霞嚢番覆 28㈱

14㈲ 29㈹ 婦人検診（保健センター〉

15㈹ 9本艇炎予防接種（幼児〉・診療所 30㈱ エアロビクス

㈱…獺購灘鞭鞭総鵜翻2懸・難灘灘職羅鑛欝鑛灘灘難き難灘灘羅離i麟蝶〆ーン澱　・『漁㈱『紺鵬戴』繍1’
31㈲ ほのほの教室

　　　　　　　　幸　　　　　　　　　講一1　　鑛・鑛
　　　　　　　　　　　　　　　・灘韓灘麟

　席
覧灘撚欝灘灘難灘灘　　　　　　　灘　　　　　撚　　灘灘灘　難飛欝

いい汗流モろ1第2回大地の芸術祭

ランド
醗

、
蟹
紅
」
鋼
纒

昨無の“うずまきリレー’Pカ、ら

、羅綴難…・、＝、巽嚢

瀕鐵難難欝騨麟

繋

日～9

繋騰顯

鰯鱗麟鰹麟騒
第蓬園芸衛祭作：贔（大厳寺磯i漂）から

絡

灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
響
警
勤
舞
ぐ
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
宙
晦
生
灘
学
習
だ
よ
り
　
公
残
露
　
8
6
…
2
2
6
5

　
　
　
　
　
嚢
難
難
嚢
難
難
難
羅

饗ー、蒙難ー．．霧

霧遷馨ーー

雛、

霧
熱
町
翻
塞
警
ん

【
ゆ
と
り
陶
芸
】

　
蔑
齢
潔
両
け
の
陶
芸
教
室
で
す
。

6
月
2
6
臼
（
木
）

隼
後
王
購
3
0
分
～
4
時

ゲ
…
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

粘
土
代
実
費

村
由
悦
夫
釜
金
鍛
欝
指
導
毯

▼
期
厳

▼
時
闘

▼
場
駈

▼
講
舗

▼
期
臼

▼
跨
間

▼
場
漸

▼
費
駕

▼
講
舗

7
月
3
揖
（
木
）

午
前
憩
時
～
午
後
工
聴

ゲ篠ト

ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

編
野
溝
一
郎
先
生

【
一
般
陶
芸
】

　
一
般
両
け
の
陶
芸
教
室
で
す
、

身
の
園
り
の
小
物
や
置
物
な
ど
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
臼
6
月
2
0
総
（
金
）

　
　
　
　
7
月
4
段
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
7
蒋
～
9
時

▼
会
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

▼
費
駕
　
粕
土
代
実
費

▼
講
節
　
粒
慮
悦
夫
（
鍍
籔
轡
捲
瀬
愚

灘、

継ー嚢

　
　
　
　
　
　
’

醗
【
ホ
タ
ル
観
察
会
】

　
夜
の
撮
鼻
を
す
て
き
に
彩
る
ホ

タ
ル
を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
B
　
7
肩
5
β
（
土
）

▼
時
閣
　
午
後
7
時
～
9
時

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
｝
集
合

▼
講
締
　
霞
然
友
の
会
の
皆
さ
ん

【
夜
の
森
の
観
察
】

　
夜
の
森
の
不
思
議
な
挺
界
を
見

て
み
ま
せ
ん
か
？
握
問
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
動
物
を
発
見
で

き
る
か
も
。

▼
潮
田
　
7
月
n
鷺
（
金
〉

▼
時
閣
　
午
後
7
聴
　
集
合

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
…
集
合

【
写
真
立
て
を
作
ろ
う
｝

　
懲
然
の
素
材
を
使
っ
て
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
立
て
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
β
　
7
月
捻
段
（
土
）

▼
時
閥
　
午
繭
9
時
～
捻
聴

▼
場
斯
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー
集
合

▼
講
麟
　
金
子
禎
人

灘
【
楽
し
い
登
山
】

▼
期
臼

▼
時
闘

▼
場
漸

’
簸
賜
難

7
月
B
臼
（
旦

午
鯖
6
時
30
分
～

休
養
村
セ
ン
タ
董
集
合

毒
荊
平
標
磁
輪

C鷺や
等講
瞬撫勤紙
翅徽△身

惚
め
が
だ
歌
舞
俊
ま
診
の
に

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

莚
廻
蕪
織
繕
臓
が
細
鞍
轡
遽
絃

　
鐵
麟
灘
簸
醸
灘
灘
難
馨
灘
灘
鞭
雛
獺
難
懸
惹
灘
懸
溝
織
雛
嚢
鑛
顯

難
灘
饗
鞍
懸
雛
難
辮
蟻
綴
鐵
縷
簸
灘
鑓
灘
灘
鰯
灘
馨
雛
灘
難
鐵

毒
曝
購
叢
贋
餐
磯
撰
騰
耀
藏
礁
騒
叢
糞
磯
肇
磁
灘
蟻
難
薙
燧
燦
護

灘
鑛
灘
㎜
難
雛
難
繕
難
灘
欝

　
　
　
灘
雛
繕
難

　
　
　
　
　
継
灘
灘
灘
襲
羅
灘
螺

青
砥
稿
花
紅
彩
園

　
　
　
穰
瀬
川
勢
揃
の
壕

　
（
さ
ど
爾
津
子
供
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
）

譜
繍
鷲
源
緩
幾
譲
鍛
鑑
、

　
　
・
．
穰
…
懸
講
難
滋
の
鐵

　
　
　
・
．
『
璽
驚
雛
麟
舞
馨

叢
叢
饗
霧
雛
籔
羅
鞭
鶏

灘
難
灘
雛
嚢
鎌

－
，
灘

灘
灘
礁

絵
藩
汰
駒
記
瓢
段
嬢

　
　
　
、
驚
緩
醗
簾
緩
の
鱗

　
　
　
継
鑛
濃
簸
暴
繊
欝
舞
燦
翅

鷲
原
嶽
擬
霧
翼
鑑
謙
繁
灘

　
　
　
　
　
購
叢
灘
難
灘
難
灘
繊

鐵灘灘鑛欝鱗

鐵灘

　
縫
灘
纏
織
懸
撚
灘
灘
鑛
獺
辮

　
　
　
　
　
（
五
曙
沢
歌
舞
伎
）

購
　
間
（
岡
ヨ
と
も
）

午
前
鐙
時
闘
場
・
m
時
30
分
闘
演
、

会
　
場

六
田
町
文
化
ム
蝋
鍵
躍

大
ホ
ー
ル
（
全
席
臼
由
）

料
　
金

各
鷺
と
も
く
三
撮
券
）

大
　
人
1
、
0
0
0
円

小
中
学
生
　
　
　
3
0
0
再

問
い
合
わ
せ
（
入
場
券
購
入
）

町
公
罠
館
　
橿
原
ま
で

費
6
…
2
2
6
5
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7月弩の鯖ε蜘

難醗難

竣認購鵡嶺裾
まるで屋外にいるような錯覚を受けるキョロqホール

の大窓。アクリルー枚窓としては轡葬最大。
（横14．5絹・縦4，Qrn・摩7cm）

※醐孫記事P6～7

ギ禽欝の選擢滋簸擦蕎霧
　～ε矯淀例議会から、禽併関係の

　　　　　質疑・箸弁を特集しました～　夢P2～3

ゼ禽磁したら瓢うな夢濠嘗講
　～5市町栂含欝経慧協議金で協罎された調整項尉を、
　　　今月から脳賄版で随時お簿らせします～　擬P尋及び鋼冊

ダ解んぱれ絵之撫1壽
　～こよなく松之宙を愛す3人の方から4）メッセージ～　》P＄～9

ゼ轟癒たのぞば1こ濾購鑓講
　～絡駕度町消防蘭組織を紹介し謙す～　》P鶏

ゼ総之嶽ふ巻難露ルタ瀞兜繊藩
　～公疑館でお翼い或めできます～　》蹴7

繋灘驚

糊
“
欝
礁

園
鞍
趨
＼
織
§
き
鞍
繍

境
壌
鴨
ミ
逡
熱
論
漣
海
矯
灘
幾
選
再
玲
蟄
辱
悪
逮
再
建
触
ミ
箏
㌧
　
韓
亀
象
蛤
窃
、
艶
箋
　
浜
》
×
稔
矯
総
，
窃
、
象
溝

畿
糠
・
撫
隷
＼
、
蓮
再
息
醜
灘
鰯
灘
．
頭
雛

おめでた（出生）

おまホ

環紀ちやん 吉州錐…・美奈子さん

　　　　松口（坂本〉

おくやみ（死亡）

該当なし

＊5月墨段から5月3！濤までの漏患分です。

＊広報に載せてほしくない方は、鰯出の時

に窓口にお謡ください．

飼⑳㊧㊧

　　　　5月3王鷺瑚薮、
総人澱　3，060人（＋9）

　男　 三，489ノ＼（十4）

　　女叢，57！人（＋5）

雛帯数　三，ioO戸（＋4）

　　　（　）内は前月との比較

町民憲章　昭和，，葎，月簿｝定

わたしたちは松之ぬ驚民です．郷．土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町民の合露葉

　　！、美しい緑と雪の中で

　　　　　　　心豊かな人になろう
　　1、ブナの穂が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　三、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　創造のカを蕩めよう

遡 いつも涜気なうさぎ絹

　欝β罐、、欝犠一藩罫

磯1鰯勘ill

窃ごうされ亡もう器）ちゃれガ謙歩

しこるご2ろ。お亡うεれεガなつ⇔ガ

上浮だホ。私もさガなつ⇔侭き。

　　嚇
　　れいな
高橋稔奈さん
（天氷島・木挽）

わ
た
し
の
お
轡
憲

ブ
O
ッ
ク
で

侮
で
も
辮
れ
る
よ

幽⑭

松鍵保薄駈

　　そまり
佐藤麓璽さん
（天水越・都屋）

　　麩うチわ
　　ス挺ユた

絶1

　　　の

華
，

ふた⇔こが一6麓こひるご2ろ。
窃ごうεれひっしδ畷〕藩れこ・

（れるガら丈欝き。

温黒定繍日

賜馳ン9一

6自122・26
翠の湯

246・30
灘襲

7自い0・24いび3書

5
月
2
8
臼
浦
鐙
保
麿
筋
よ
り

　これから山は入る機会が塔えます。

　　　山火事を起こさぬよう綱心の注憲を1

灘幽鐙錘謬灘融拶鏡魍
　灘購舞i霧欝嚇蒙繍繋繰欝鶯難鷺幾趨諜鞭購縫馨

18
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